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ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の

導
入
を

　
　

最
近
、
京
都
府
を
は
じ

め
、
府
内
の
市
町
村
で
は
、

「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
を

導
入
し
、
目
的
を
も
っ
た
基

金
条
例
を
制
定
し
、
地
域
振

興
を
図
ろ
う
と
す
る
動
き
が

出
始
め
て
い
る
。
本
市
に
お
い

て
も　

こ
の
制
度
を
本
気
で

検
討
し
、
導
入
し
て
は
ど
う

か
と
考
え
る
。
基
金
の
使
途

は
、
河
川
環
境
保
全
あ
る
い

は
、
村
祭
り
等
で
の
奉
納
芸

能
の
維
持
・
保
存
に
し
ぼ
っ

て
は
ど
う
か
。
市
長
の
見
解

問

を
伺
う
。

　
　
　

基
金
を
創
設
せ
ず
、

寄
付
金
の
形
で
取
組
を
進
め

た
い
。

防
災
行
政
無
線
整
備
事
業

の
進
捗
状
況
を
伺
う

　
　

今
年
度
、
美
山
地
内
で

の
事
業
実
施
が
予
算
化
さ
れ

て
い
る
が
、
入
札
が
不
調
に

終
わ
り
、
ま
だ
工
事
契
約
も

さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

災
害
時
等
の
緊
急
連
絡
に
大

き
な
役
割
を
果
た
す
防
災
無

線
の
完
成
に
期
待
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
入
札
が

不
調
に
終
わ
っ
た
原
因
と
事

市
長

問

業
の
今
後
の
見
通
し
に
つ
い

て
市
長
に
伺
う
。
併
せ
て
、

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
工
事
が
完
了
し
、

テ
レ
ビ
共
同
受
信
施
設
の
撤

去
が
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
撤
去
作
業
を
地
元
業

者
に
任
さ
れ
る
考
え
は
あ
る

の
か
伺
う
。  

　
　
　

設
計
の
積
算
に
問
題

が
あ
っ
た
。
再
度
、
設
計
を

行
い
、
早
急
に
事
業
化
で
き

る
よ
う
努
力
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

市
内
業

者
に
発
注
す
る
予
定
だ
が
、

旧
町
エ
リ
ア
を
旧
町
業
者
に

絞
って
発
注
す
る
も
の
で
は
な

市
長

企
画
管
理
部
長

い
。

早
急
に
携
帯
電
話
不
通
話

エ
リ
ア
の
解
消
を

　
　

広
範
な
面
積
で
、
山
が

高
い
美
山
地
域
で
は
、
携
帯

電
話
が
通
じ
な
い
集
落
が
存

在
し
て
い
る
。

　

交
通
事
故
や
山
仕
事
中
で

の
事
故
等
の
場
合
、
緊
急
連

絡
用
と
し
て
携
帯
電
話
の
果

た
す
役
割
は
大
き
い
。
不
通

話
エ
リ
ア
解
消
に
む
け
て
の

市
長
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

補
助
金
等
の
活
用
を

視
野
に
、
で
き
る
限
り
の
努

力
を
す
る
。

問市
長

　
　

市
の
商
業
疲
弊
化
は
顕

著
と
な
り
、
過
去
5
年
間
で

商
工
会
会
員
数
は
14
・
1
％

減
少
し
て
い
る
。
商
業
振
興

は
市
の
発
展
に
は
必
要
不
可

欠
な
要
素
で
あ
る
が
市
長
の

現
状
認
識
と
見
解
は
、
ま
た

商
業
環
境
整
備
の
観
点
か
ら

次
の
事
を
問
う
。
本
町
土
地

区
画
整
理
事
業
の
年
度
内
完

成
・
賑
わ
い
の
あ
る
核
施
設

の
決
定
は
ど
う
か
、
地
域
住

民
と
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
と

れ
て
い
る
か
、
園
部
花
火
大

会
が
中
止
と
な
り
、
住
民
意

識
の
沈
滞
が
懸
念
さ
れ
て
い

問

る
。
街
・
商
工
業
の
活
性
化

に
は
意
味
の
あ
る
行
事
と
思

う
が
対
応
策
は
。

　
　
　

区
画
整
理
事
業
は
平

成
23
年
度
完
成
に
向
け
て
事

業
推
進
す
る
。
賑
わ
い
の
施

設
は
商
工
会
・
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
・
行
政
の
三
者
で
準

備
会
を
持
ち
議
論
す
る
。
地

域
住
民
と
の
話
し
合
い
も
こ

の
場
で
協
議
す
る
。
花
火
大

会
は
商
工
会
の
事
業
で
は
あ

る
が
、
出
来
る
限
り
協
力
を

し
た
い
。

市
政
懇
談
会
の
継
続
は

　
　

総
合
振
興
計
画
・
行
財

市
長

問

政
改
革
の
具
体
的
内
容
説
明

と
市
民
の
直
接
的
意
見
を
聞

く
機
会
の
設
定
は
意
義
あ
る

こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
市
民

と
市
長
が
直
接
対
峙
す
る
こ

と
の
必
要
性
を
認
識
し
た
。

懇
談
会
は
回
を
重
ね
て
こ
そ

市
民
・
行
政
相
互
の
信
頼
関

係
も
構
築
で
き
る
と
思
う
。

今
後
の
継
続
開
催
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　
　

意
義
深
い
事
業
で
あ

り
形
態
は
検
討
し
、
今
後
も

実
行
す
る
。

公
園
に
公
衆
ト
イ
レ
を

　
　

園
部
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

市
長

問

ト
は
多
数
が
活
用
し
ス
ポ
ー

ツ
振
興
に
寄
与
し
て
い
る
。

ま
た
、
隣
り
に
防
災
公
園
が

完
成
す
る
が
、
両
公
園
に
は

ト
イ
レ
が
設
置
さ
れ
て
い
な

い
。
公
共
の
場
所
、
特
に
多

く
の
市
民
が
利
用
す
る
施
設

で
は
公
衆
ト
イ
レ
の
設
置
は

重
要
な
施
策
で
あ
る
。
市
長

の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　

利
用
者
の
意
見
・
要

望
を
ふ
ま
え
精
査
し
検
討
す

る
。

市
長

商業振興支援策は
丹政クラブ
橋本　尊文 議員

商工会と連携を密に努力を市長

早急に携帯電話
不通話エリアの解消を

できる限りの努力をする

丹政クラブ
末武　徹  議員

市長

貴重な植生も
保護する対策を

重
な
財
産
で
あ
り
守
っ
て
行

か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

指
定
の
是
非
に
つ
い
て
は

地
域
住
民
、
府
、
京
都
大
学

と
十
分
議
論
し
て
判
断
す

る
。

バ
イ
オ
マ
ス
の
推
進
を

　
　

我
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

自
給
率
は
わ
ず
か
４
％
で
あ

る
。
今
後
バ
イ
オ
マ
ス
は
地

球
温
暖
化
対
策
や
代
替
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
し
て
成
長
が
期
待

さ
れ
る
分
野
で
あ
る
。

　

市
は
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン

構
想
を
策
定
し
た
が
今
後
の

方
針
を
問
う
。  

問

　
　
　

国
で
は
、
バ
イ
オ
マ

ス
日
本
構
想
が
立
ち
上
げ
ら

れ
た
が
、具
体
化
す
る
に
は
、

シ
ス
テ
ム
づ
く
り
や
補
助

等
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ

り
国
に
お
願
い
し
て
い
る
。

市
の
関
係
部
局
の
連
携
を
取

り
な
が
ら
努
力
し
て
行
き
た

い
。

広
域
連
携
の
推
進
を

　
　

第
４
次
京
都
中
部
新
広

域
市
町
村
圏
計
画
は
、
交
流

や
定
住
人
口
の
増
加
に
よ
る

地
域
活
力
の
再
生
に
力
点
が

お
か
れ
て
い
る
。
行
政
改
革

を
行
い
つ
つ
成
果
を
上
げ
る

市
長

問

　
　

芦
生
鳥
獣
保
護
区
は
、

由
良
川
の
源
流
に
あ
る
。
今

秋
で
10
ヵ
年
の
指
定
期
限
切

れ
と
な
る
に
あ
た
り
、
府
は

更
新
を
地
権
者
に
打
診
さ
れ

た
が
反
対
の
声
も
強
い
と
聞

い
て
い
る
。
シ
カ
等
が
増
え

た
た
め
に
、
豊
か
な
植
生
が

破
壊
さ
れ
、
由
良
川
が
濁
り

や
す
く
な
る
な
ど
大
き
な
問

題
と
な
っ
て
い
る
。

　

鳥
獣
だ
け
で
な
く
、
貴
重

な
植
生
も
保
護
す
る
対
策
が

な
け
れ
ば
、
地
権
者
の
同
意

は
得
ら
れ
な
い
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

　
　
　

芦
生
の
森
は
市
の
貴

問市
長

に
は
、
今
以
上
の
広
域
連
合

が
必
要
と
な
る
。
観
光
医
療

防
災
等
ま
だ
ま
だ
連
携
を
図

れ
る
部
分
は
あ
る
と
考
え
る

が
ど
う
か
。 

　
　
　

本
計
画
の
実
行
性
を

高
め
る
た
め
に
研
究
組
織
を

立
ち
上
げ
、
ル
ー
ル
作
り
や

提
言
な
ど
を
行
う
。

市
長

　
　

園
部
駅
の
利
用
者
は

年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。
そ

の
な
か
西
口
に
比
べ
東
口
は

周
辺
道
路
も
極
端
に
狭
く
歩

道
も
な
い
。
特
に
園
部
第
二

小
学
校
の
通
学
路
と
し
て
利

用
す
る
62
名
の
子
ど
も
た
ち

は
毎
日
危
険
と
隣
り
合
わ
せ

と
い
う
現
状
で
あ
る
。
ま
た

市
の
表
玄
関
口
と
し
て
、
将

来
の
都
市
像
と
し
て
か
か
せ

な
い
駅
の
た
め
、
早
期
な
整

備
計
画
が
必
要
と
考
え
る
が

市
長
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

現
状
に
つ
い
て
は
十

分
承
知
し
て
い
る
。
J
R
園

部
駅
周
辺
整
備
に
つ
い
て
は

問市
長

総
合
計
画
の
基
本
計
画
に
お

い
て
位
置
付
け
し
て
い
る
。

た
だ
、
今
の
道
路
幅
で
歩
道

設
置
は
困
難
で
あ
る
が
、
駅

前
広
場
、
国
道
９
号
の
取
り

付
け
等
多
く
の
課
題
を
J
R

や
府
と
協
議
し
、
早
期
に
実

現
出
来
る
よ
う
努
力
し
た

い
。

｢

守
る｣

か
ら｢

攻
め
る｣

へ
の
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

　
　

稲
な
ど
の
作
物
は
年
々

自
然
災
害
よ
り
も
鳥
獣
災
害

に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。
府
・

市
で
は
多
く
の
予
算
を
計
上

し
て
対
策
し
て
い
る
が
鳥
獣

問

の
増
加
に
よ
り
根
本
的
な
解

決
に
至
っ
て
い
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
。
府
で
は
シ
カ
の

特
定
保
護
計
画
で
の
対
策
、

ま
た
、
国
で
は
今
年
有
害
鳥

獣
に
関
し
て
法
律
が
制
定
さ

れ
た
。
市
と
し
て
は
一
集
落

単
位
か
ら
広
域
的
な
防
止
総

合
対
策
と
し
て
「
取
れ
る
」

か
ら
「
取
る
」「
守
る
」
か

ら
「
攻
撃
」
の
取
組
み
が
必

要
と
考
え
る
が
、
市
長
の
見

解
を
伺
う
。

　
　
　

市
と
し
て
積
極
的
な

取
組
み
を
し
て
き
た
が
、
ま

だ
根
本
的
な
対
応
課
題
の
解

市
長

決
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
今

後
国
の
特
例
法
の
５
年
間
の

間
に
受
益
者
負
担
を
軽
減

し
、
市
の
鳥
獣
防
止
計
画
を

策
定
し
、
関
係
各
位
と
協
議

し
法
律
を
最
大
限
活
用
し
前

向
き
に
努
力
し
て
い
く
。

園部駅周辺の
早期整備を
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